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■問 環境課☎72・3698 企業連携推進課☎72・3158

石狩市が脱炭素先行地域に
選定されました

　2050年までの脱炭素社会の達成に向け、全国でさまざまな取り組みを進めています。
国は今春、地域脱炭素の先進的な取り組みを行う「脱炭素先行地域（第１回）」を公募し、
その地域の一つに、石狩市が選定されました。

脱炭素とは？

選ばれた
理由

　地球温暖化の原因となる代表的な温室効果ガス「CO2（二酸化炭素）」排出量
をゼロにする取り組みのこと。
　また、CO2排出が実質ゼロ※になった社会を「脱炭素社会」といいます。
※人為的な温室効果ガスの「排出量」から、植林･森林管理などによる人為的な「吸収
　量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすること

脱炭素先行地域とは？
　脱炭素社会の達成に向け、電力消費に
伴う“CO2排出量実質ゼロ”の実現に向
けた先進的な取り組みを行う地域として
国が選定するものです。
　国は「脱炭素ロードマップ」で、全国で
少なくとも100カ所以上の「脱炭素先行
地域」を選定することとしています。
　今年4月、その第1回地域として全国
26の自治体（道内からは石狩市、上士幌
町、鹿追町）が選定されました。

地域活性化に向けて各種施策を展開！
地域経済の発展を図ります

「ゼロ、カー、ボン」を頭文字に、炭素の「たん」をつけた名前です！
環境問題について、皆さんと一緒に取り組みます！ 僕たちのことを覚えてね☆

石狩市のゼロカーボンキャラクター「石狩イクラ三兄弟」

●❶

カーたん
（ひょうきん）

ボンたん
（おっとり）

ゼロたん
（元気いっぱい）

●公用車のEV（電気自動車）化や、これらの車両に
供給する電力の脱炭素化、さらにはカーシェアリ
ングによる公用車の有効活用を検討し、運輸部
門のCO2削減と、災害時には移動型の充電基地
として活用する適応力の強化を図ります。

●再エネを活用した新たな公共交通や、再エネの
広域送電も検討し、地域課題の解決を図ります。 新たな

公共交通

再生可能エネルギー（再エネ）の活用
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①データセンターを中心とした企業群が集積し、さらなる再エネ需要家が増加する
②市役所を中心に公共施設群の脱炭素化が実現。公用車の脱炭素化や市民サービスの向上など、強靭
　な行政機能が構築される

再エネの地産地活・脱炭素で地域をリデザイン！
　今後、本市の強みである再エネの地産地活により、脱炭素社会を目指すと共に、地域課題の解決や地域資源
を活用したビジネス構築を図ります。

まちぐるみ
で脱炭素に

取り組みマ
ス！

きょうじん

選ばれた
理由 ２つのエリアで再エネを活用し、

脱炭素を図ります●❷

期待される主な効果

CO2
CO2排出実質ゼロ！ りんくる

市民図書館

市役所

給食センター

あいぽーと

公共
施設群

脱炭素エリア①
石狩湾新港地域内エリア

（REゾーン、エネルギーセンター）

脱炭素エリア②
石狩市中心核

石狩産
再エネ
太陽光パネルや

REゾーンからの供給

札幌圏の産業拠点である石狩湾新港地域内に、地域の再エネを供給する「RE
ゾーン」を設定し、ゾーン内にあるデータセンターや商業施設などの脱炭素化
と、さらなる産業集積の両立を図ります。

脱炭素エリア①
石狩湾新港地域内エリア

脱炭素エリア②
石狩市中心核

市役所周辺の公共施設群（市役所、市民図書館、学校給食センター、こども未
来館あいぽーと、総合保健福祉センター「りんくる」）に、太陽光発電などの再
エネを導入すると共に、公共施設群間のマイクログリッド※構築や石狩湾新港
地域で発電した再エネを供給し、公共施設群から脱炭素化を図ります。
※小規模電力網。エネルギーの供給源と消費施設を一体化し、エネルギーを地産地消する仕組み

アールイー


